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序論と先行研究のレビューに続き，第 2-3 章では，GPS と加速度センサ等の各種 IT 機器によ
る行動情報の監視技術を確立した。第 4-5 章では，ベイズ手法を用いた放牧家畜の糞排出場所
の空間モデリングにより，糞排出場所に影響する操作可能な要因の影響を明らかにした。さら
に 6章では，無人飛行機（UAV）で得られる超高解像度な空撮画像を利用して，放牧地内に分
布する糞の画像検出にも取り組んだ。最後に 7章では，研究成果をまとめ，本研究で得られた
技術開発の実応用面での利用限界と将来的な課題についての展望を示した。  
申請者は，本研究に関連して，これまでに書籍 1篇，学術論文 10篇（査読付，SCI論文），
プロシーディング 10篇，国際シンポジウムおよび学会報告 24篇を公表しており，うち書籍と
学術論文 4編が本学位論文の骨子となっている。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格があるもの
と認められる。 
 
